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ある（Magaloni 2006, 19; Ezrow and Frantz 2011, 55; Rose, Mishler and Munro 2011, 





















































































は2001年 ₃ 月の第 ₇ 回党大会において国会議員と国民の密接な関係を構築す
る と の 方 針 を 掲 げ る（Eekasaan koongpasum nyai khang thii VII khoong phak 




を決定する立法機関（第39条）と定めていた（Saphaa pasaaxon suunsut 1991, 
12）。一方2003年改正憲法では，国会は立法機関に加えて「諸民族人民の権
































　そして国会法改正以降の第 ₇ 期（2011年～2015）国会議員団は， ₁ 年間で
全国2025カ所，約24万5287人に対して成果普及活動を行い，また1300以上の






































































































　2005年11月，第 ₅ 期第 ₈ 回国会にて請願解決法が可決された（Kaswang 



































































員総数も第 ₆ 期の153人から第 ₇ 期には269人と大幅に増えている（Saphaa 















は大きく ₄ つある。第 ₁ は，内容により選挙区常任議員がその場で対応し解
決すること，第 2 は，国会議員団会議に付し解決を図ること，第 ₃ は，国会
議員団が協議し内容に応じて関係各機関に問題解決を要請すること，そして
第 ₄ は，県に設置されている法律遵守委員会に問題を送り解決することであ
























































































と回答する県とあったが， ₆ 県に共通しているのは委員会が第 ₇ 期から実質
的に機能し始めたということであった。その背景には，不服申立てに対し
て統一的に対処するという党の方針がある（Phuthen Paxason. January 1-6, 
2013）。





















を命じたのが10件である（Saphaa haeng saat khana samaasik saphaa haeng saat 







守委員会と協力し解決したのが17件，国会への問題送付が 2 件，審議中が ₄
件となっている（Saphaa haeng saat khana samaasik saphaa haeng saat pacham kheet 
lueak tang thii 12 khwaeng khammwan 2013）。
　先述のように議員が不服申立てを受けるのは国会事務所だけではない。議
員が村を訪問した際に不服申立てを受ける場合もある。第14選挙区サラワン
































































第 ₆ 期第 ₁ 回国会でホットラインを活用したのは延べ100人にも満たなかっ
たが（Saphaa haeng saat suun khoo muun khaaw saan lae hoong samut 2006, 243），
第 ₇ 期国会以降は ₁ 回の会議で約300件～500件以上の電話がくるようになっ
















（Vientiane Times. December 15, 2006）。これは全国的にも関心が高い問題である
ため大臣がすぐに回答したと考えられる。










































ず Phouthen Pasaxon 第44号（2012年11月12～18日付），第45号（同年11月19～25
日付）にて，第 ₇ 期第 ₃ 回国会中にホットラインを通じて寄せられた労働・
社会福祉省への意見・質問に対する同省の回答を掲載した。断片的な形では
なく，質問と回答の詳細が新聞に掲載されたのは初めてのことである。
　表 2 － 2 は第 ₃ 回国会の『ホットライン集』に記載された労働・社会福祉








政策や対応を周知できる。一方で今回の回答は第 ₃ 回国会終了から約 ₄ カ月
後の掲載であり対応としては遅かった。
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（出所）Nuaygaan thoolasap saai dwan saphaa haeng saat （2012, 73-76）。
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必要があると記されている（Phouthen Pasaxon. December 24-31, 2012）。ブアカ
ム経済・計画・財政委員会副委員長は，省庁への回答要請は人々に満足感を




































2013年からは週 ₁ 回の放送を週 2 回に増やした。しかしインフラの未整備に
より全国どこでも国会のラジオ番組を聴取できるわけではない。そこで各県
の国会事務所が県独自のラジオ番組「人民代表」を始めるようになった。た




（Phouthen Pasaxon. January 21-27, 2013）。










tiane Times. August 1, 2014）。記者会見は確認できるだけで ₇ 月16日，18日，














　2012年11月から2014年 ₈ 月までに Phouthen Pasaxon に掲載された政府行政

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































毎年 2 パーセントずつ引き上げられる（Phouthen Pasaxon. May 20-26, 























































該者は（通常 2 回の試験のところ－筆者注） ₁ 回の試験でよい。質問
者の子息は2013年にボランティア職員となりまだ ₁ 年しか経験がな
い。チャンタブリー郡事務所の割当数は ₁ 人であったためより経験




























































































（Saphaa haeng saat 2011）。
⑽　聞き取りは，2013年 ₈ 月27日に第 ₁ 選挙区首都ヴィエンチャン国会事務所
副所長，2012年 ₈ 月 ₆ 日に第 ₆ 選挙区ルアンパバーン県国会議員団常任議員，















りである。国会請願・国籍局長 K 氏（2015年 ₁ 月 ₆ 日），第 ₁ 選挙区首都ヴィ
エンチャン国会事務所副所長 M 氏（2013年 ₈ 月27日），第12選挙区カムアン
県国会議員団常任議員 I 氏，B 国会事務所長，P 副所長（2013年 ₉ 月 ₁ 日），
第11選挙区ボリカムサイ県国会議員団常任議員 M 氏，S 国会事務所副所長
（2013年 ₉ 月 ₃ 日），第15選挙区チャンパーサック県国会議員団長 M 氏（2014
年 ₉ 月 ₁ 日），第14選挙区サラワン県国会事務所長 S 氏，K 副所長（2014年 ₉
月 ₃ 日），第13選挙区サワンナケート県国会議員団常任議員 S 氏，国会事務所
長 T 氏（2014年 ₉ 月 ₄ 日）である。
⒄　国会は1996年から雑誌 Phouthen Pasaxon（人民代表）を発行していたが，
2012年 ₁ 月18日より週 ₁ 回発行の新聞となった。2014年からは週 2 回発行と
なっている（Phouthen Pasaxon. January 13-19  2014）。
⒅　本章ではラオス語のアルファベット表記の際，長母音の場合は母音を2つ重
ねて表記している。たとえば「アー」と発音する場合は「aa」という表記と
なる。しかし国会新聞は英語表記名を Phouthen Pasaxon とし，s の後の母音 a
を重ねていない。そのため本章で参照している党機関紙 Pasaaxon と表記が異
なっている。本章での原則に則れば Phouthen Pasaaxon となるが，国会新聞に
ついては新聞に記載されている英名に沿って表記することとする。
⒆　これは2011年 2 月 ₃ 日に国家選挙委員会により公布された「第 ₇ 期国会
の人員構成準備に関する国家選挙委員会指導書第10号」で定められている




議員を置いている（Saphaa haeng saat suun khoo muun khaaw saan 2012）。実際
の専従議員の数は不明だが， ₃ 人の議長と副議長， ₇ つの分科委員会の委員



















　第15選挙区チャンパーサック県議員団長（2014年 ₉ 月 ₁ 日），第13選挙区サ
ワンナケート県議員団常任議員，国会事務所長への筆者による聞き取り（2014




₇ 月 2 日であるため正確には約 ₉ カ月間の活動報告と考えられる。ラオスの
財政年度は10月 ₁ 日から翌年の ₉ 月30日までである。
　2015年 ₁ 月 ₆ 日，国会請願・国籍局長 N 氏への筆者による聞き取り。




　Phouthen Pasaxon 第144号（2014年 ₈ 月25～27日）までで確認できた記者会
見開催日である。
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